
◆■◆ 津幡南中ネットルール（その１）：３点固定を習慣に！ ◆■◆ 

「３点固定」とは、１日のスケジュールのうち、起床時間、家庭学習開始時間、就寝時間の３つの 

時間を毎日固定するという生活習慣の考え方です。自分の意志で決められる時間を固定し、 

生活を規則正しくすることは、自分自身をコントロールする力の育成につながります。 

特に中学生にとっては、学力向上や受験勉強は当然ながら、社会人になって仕事 

に取り組むようになった時にも欠かせない、大変重要な習慣、能力となります。 

３点固定を通じて自分をコントロールする力を身に付けることが、この先の自分 

自身にとって大きな武器となります。 

＊「津幡南中ネットルール３ケ条」を守り、浸透させましょう、わたしたちの力で‼ 

    
『 まずは、わたしから（率先垂範）』  校長 永井 隆和 

    

 新年、明けましておめでとうございます。保護者や地域の皆様には、日頃より本校の教育活動にご理解

とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。引き続き、学校と家庭・地域が一体となり子どもたちの健全

育成に取り組みたいと思っておりますので、何卒宜しくお願い申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症については、１２月当初は収束の兆しが見えたかに思えましたが、いつ、ど

この学校で感染者が発生してもおかしくない状態ですので、これまで同様、学校としてできる感染症対策

を愚直に進めてまいりますので、ご家庭のご協力を改めてお願いします。 

さて、この変化著しい時代の中で、子どもたちが一人前の社会人として生きていく未来を見据えたとき、

粘り強く脳がちぎれるほど“考える”経験が必要だと言われています。そのためには、「心と体の健康」

を十分に確保することが大事で、その土台は家庭や地域であると考えられます。そして、多くの経験を積

ませることや子どもの手本としての役割がわたしたち大人の務めです。 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドロシー･ロー･ノルト著 

【ChildrenLeanWhatTheyLiveParentingtoInspireValues】「子どもが育つ魔法の言葉」より引用 

けなされて育つと､子どもは､人をけなすようになる 

親が他人を羨んでばかりいると､子どもも人を羨むようになる 

叱りつけてばかりいると､子どもは､「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう 

励ましてあげれば､自信をもつようになる 

広い心で接すれば､キレる子にはならない 

誉めてあげれば､子どもは､明るい子に育つ 

愛してあげれば､子どもは､人を愛することを学ぶ 

認めてあげれば､子どもは､自分を好きになる 

見つめてあげれば､子どもは､頑張り屋になる 

分かち合うことを教えれば､子どもは､思いやりを学ぶ 

親が正直であれば､子どもは､正直であることの大切さを学ぶ 

子どもに公平であれば､子どもは､正義感のある子どもに育つ 

優しく､思いやりをもって育てれば､子どもは､優しい子に育つ 

守ってあげれば､子どもは､強い子に育つ 

 

「子どもは親を見て成長する」言った通りには育たない、親の背中を見て育つと言われます。親を教

師に言い替えることもできます。日々の家庭での子育てや地域での関わり、学校での指導に、わたした

ちは改めて心に留めておきたい内容です。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

保護者の皆様には、今後とも本校の学校運営にご理解とご協力をお願い申し上げます。なお、お子様の

健康や学習面などで気になることや相談したいことがございましたら、遠慮なくご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  津幡町立津幡南中学校 

校長 永井 隆和 ℡２８８-７４２０ 

 令和４年１月７日（金） NO.９ 

 校訓  ☆燃えるような情熱  ☆ひたむきな純粋さ  ☆たゆみない向上心 



★生徒指導より 生徒の皆さんへ★ 

１月の生活目標 

新たな気持ちで、３学期（新年）をスタートさせよう 

３学期は、新年の１月からのスタートです。また、３学期は次のステージや次の学年への準備の学期（０
学期）でもあります。加えて、一年の中で一番短い学期です（登校日は５１日）。新年という節目を迎えて、
また次のステージや学年に向けての新たな気持ちを確立するために、しっかりと目標を立てて学校生活を
送る３学期にしましょう。 
今年度は、【凡事徹底】を一つの柱として学校生活を送っています。自分自身が来年度、一回り成長した

姿で過ごすためにも、３学期は自分の生活面の弱点を改善できる学期になります。レベルアップした自分
自身を思い浮かべて、また想像して学校生活に取り組もう。 

 

【２学期 生徒アンケートより：「そう思う・どちらかといえばそう思う」の％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★学習指導より 生徒の皆さんへ★ 

≪新たな学校、学年へのステップアップのために！≫ 

 いよいよ、明日より入試が始まります。この冬休みでしっかりとした準備ができたでしょうか。不

安は、これまでの積み重ねを振り返ることで自信へとつながります。１・２年生は、他人事と思わず、

来年、再来年の自分のために、毎日少しずつの積み重ねを大切にしていきましょう。 

１月の学習目標について 

 

 
 

 

１月学習強化期間 

 期日：１月１２日（水）～１８日（火）   内容：聴き方・話し方名人 

 津幡南中学校では、『頭括型』での話し方に力を入れています。頭括型とは、『ℓとｍは平行です。

なぜなら、錯角である∠ａと∠ｂが等しいからです。』のように、結論を先に述べて、その後に理由を

述べる話し方です。これは、面接やプレゼンテーション、ディベートなど、これから先の学校生活や

社会に出てから必ず必要となるスキルとなります。まずは、『頭括型の話し方』を身につけることを今

年の一つの目標として、取り組んでいきたいと思います。普段あまり発表ができていない生徒も、今

回の学習強化期間を機会として、意識し、積極的に活用していきましょう。 

 全校 

学校に行くのが楽しい ９２％ 

自分は学習規律を守り、授業に頑張っている ９６％ 

自分は学校での生活態度をきちんとしている ９４％ 

自分は係活動や委員会活動、学校行事に積極的に取り組んでいる ９４％ 

無言清掃を意識して取り組んでいる ９４％ 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 ９７％ 

起床時間・就寝時間・家庭学習開始時間を決めて生活している ７４％ 

学校・家庭・地域であいさつができる ９７％ 

学校生活を安全に安心して送

るための決まりやルールを、生

徒一人ひとりがしっかりと守っ

て（意識して）いることが、パ

ーセントの数字の高さから分か

ります。更に１００％にできる

ように一人ひとりが取り組んで

いこう。 

しかし、家庭での生活面（三

点固定）が不十分だということ

がわかります。家庭での自分の

ルーティーンを確立しよう！ 

学習のルールを確認しよう 
話 す  頭括型の話し方で発表しよう 

聞 く  発言者を見ながら、自分の意見と比較して聴こう 

ルール 忘れ物０、ベル学、終始の挨拶  


